
【別添３】 調査成果報告書 

紋別地方における流氷観光を核とした地域活性化の
 

ための基盤整備検討調査 

調査 
北海道紋別市 

主体 

対象 対象となる 
北海道紋別市 道路、港湾 

地域 基盤整備分野

掲載 

 

１．調査の背景と目的 

紋別港の港南地区を中心として整備を進めてきたガリヤ地区は、流氷を活かした氷海展望

塔（オホーツクタワー）、砕氷船ガリンコ号、北海道立流氷科学センターなど、流氷観光のス

ッポットとして冬の北海道ツアーの拠点となっている。一方、夏は、水辺に親しめる人工海

水浴場やドライブ観光等の休憩ポイントとなる道の駅など、紋別市の玄関口として重要な地

域である。 

しかし、観光客数は、民間事業者等の誘客活動により、東アジア等からの増加が図られて

いるものの、国内旅行需要は旅行者の嗜好性の変化や多様化による減少もあり、近年は低迷

が続く状況の中、民間事業者等は、誘客に向けた観光客への積極的なアプローチを進めてい

る。 

一方、紋別市が所有、管理する港湾施設等の環境整備の充実が課題となっていることから、

来訪者の利便性の向上を考慮した港湾施設等の検討を行うとともに、観光を地域経済の起爆

剤に民間の活動と連携し、地域の特性を活かした賑わいのあるエリアづくりのため、地域再

生計画を策定する。 

紋別市では、今年度を観光再生元年としてスタートさせ、ガリヤ地区を遠紋地域の観光拠

点として確立し、観光客の誘客を図り、交流人口の拡大、地域産業や中心市街地の活性化の

推進を図っていく。 
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２．調査内容 

（1）調査の概要と手順 

はじめに、現地調査と来訪者へのアンケート調査を行い、来訪者の利用状況や実態を把握

し、現状と課題を整理するとともに、道内観光の実情を把握した。 

これらの整理を踏まえて、ガリヤ地区の各施設の整備に向けた方向性について検討すると

ともに、ガリヤ地区全体のプランニングについて検討する。 

 

①� 利用者ニーズ及び移動実態の把握 

氷海展望塔（以下「オホーツクタワー」という。）利用者にアンケート調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②現状分析 

本市の観光入込数、マーケットの現状及び観光振興の方向性を検討する。 

 

③各施設の検討 

オホーツクタワー、海洋交流館、とっかりセンター、人工海水浴場、道の駅、エリアの

景観形成などについて、現状、課題を踏まえて整備の検討を行った。 

 

④関係者とのヒアリング 

各施設の活用方法などの検討を行うため、施設所有者、観光関係者と協議を行った。 

 

（2）調査結果 

①利用者アンケート結果 

・来訪者の旅行スタイル、同行者、交通手段では、個人旅行が６割以上を占めた。自家用

車による来訪スタイルが主流となっていることから、子どもや孫と同行する傾向が高い。 

＜旅行スタイル＞              ＜同行者＞ 
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＜交通手段＞ 

 

 

 

 

 

 

・訪問回数 

リピーター率では、来訪回数が２回以上は全体の４割弱、３回以上は２割、５回以上は、

１割となっていた。 

 

 

 

・満足度 

景色への満足度は高く、7 割以上が満足している回答がある一方、少数だが不満である

と回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②現状分析 

・道内の中でもオホーツク圏域への観光入込数は減少傾向にあり、紋別への観光客入込数

も年間約５０万人前後で推移している。 

＜道内観光入込＞                ＜紋別市観光入込＞ 
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平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

入込総数 546,300 649,100 536,000 507,800 493,600 507,500 482,900 530,200 530,300 557,700

道外客 203,300 241,500 199,400 188,900 183,600 188,800 179,700 197,300 197,300 207,600

道内客 343,000 407,600 336,600 318,900 310,000 318,700 303,200 332,900 333,000 350,100

平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度平成24年度対15年度比

141,166 138,368 139,027 140,428 139,850 132,821 130,897 128,787 122,111 127,516 90.3

道央圏域 75,881 74,758 76,006 76,708 77,373 74,132 73,432 70,841 67,180 69,702 91.9

道南圏域 13,930 13,300 11,846 11,882 11,776 10,851 10,354 10,595 10,123 10,834 77.8

道北圏域 22,816 22,002 22,530 23,739 23,780 22,542 22,356 22,095 20,468 21,156 92.7

オホーツク圏域 10,708 10,609 10,590 9,963 9,243 8,412 8,099 8,571 7,987 8,317 77.7

十勝圏域 8,090 8,196 8,602 8,945 8,995 8,745 8,996 9,032 9,137 9,632 119.1

釧路・根室圏域 9,742 9,503 9,453 9,192 8,683 8,141 7,659 7,650 7,216 7,876 80.8

（単位　千人・％）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

22年度 10,800 32,200 25,000 185,200 49,200 30,900 41,300 14,500 11,200 12,600 99,800

23年度 11,800 28,200 22,000 198,200 50,200 28,300 38,500 14,700 11,000 13,400 93,300

24年度 14,800 31,100 25,300 191,100 48,900 33,500 40,400 15,700 13,800 12,800 107,700

3月

17,500

20,700

22,600

・観光入込が増加する通常のケース 

としては、「日帰観光」で人気を 

博し、次に道内全域で注目され、 

旅行関連のテレビ、雑誌等のメデ 

ィアの露出が多くなることにより、 

道外客の入込増加に繋がっていく。 

 

・日帰り圏の住民、特に人口が集積 

している都市部からの来訪により 

 道内の中でも注目度が増し、メデ 

ィア等の露出機会も多くなってく 

る。 

※旭川(人口349千人)から2時間～2時間30分 北見(人口123千人)から約2時間 

 名寄(人口 30千人)から約1時間30分 士別(人口 21千人)から約1時間50分 

   網走(人口 38 千人)から約 2 時間等 

 

・メディア等の露出機会が多くなるにつれ、注目度が広域にわたり、道内１～２泊圏域

からの来訪機会が増加する。 

※札幌圏(人口約2,500千人) 釧路圏(人口約200千人) 帯広圏(人口約220千人) 

函館圏(人口約 350千人) 室蘭・苫小牧圏(人口約 300千人)等 

 

・代表的な資源である流氷を活用した流氷観光は、１か月半程度しか続かず、それ以外

の期間の集客策が課題とされており、「流氷依存からの脱皮」⇒「通年観光の魅力度向

上」を目指していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4



③関係者との意見交換 

 観光関係団体で組織する検討委員会（紋別観光協会、オホーツク・ガリンコタワー㈱、

北海道立オホーツク流氷科学センター、市港湾課、市企画調整課）及び市庁内検討会（理

事者、港湾課、企画調整課）を計７回開催し、利用者ニーズ及び移動実態調査結果を踏ま

えたガリヤ地区のあり方や活用方法について意見交換、協議を行い、エリア、各施設の位

置づけ、方向性、目指す姿等を整理し、行政と民間がそれぞれに必要な施設等の整備の検

討を行った。エリアの位置づけ、ガリヤ地区の整備の方向性は下記のとおりである。 

 

④港湾施設等及びエリアの検討 

1）市内施設との位置づけ 

・市内における施設及びエリアにある観光資源の機能や役割を俯瞰し、ガリヤ地区の再

整備に向けた方向性を位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ガリヤ地区】オホー

ツク海への知的好奇心

を 刺 激 す る 観 光 拠 点

（海のタワーとしての

魅力強化、水辺に親し

む癒し空間の創出） 

【流氷公園】四季を通し

た遠紋地域の余暇活動

の拠点（公園とガリヤ地

区来訪者の相互利用と

アクセス性の改善） 

【交通アクセス】

まちなかとガリヤ

地区のアクセス性

及び沿道景観の改

善

【森林公園】市民の森、レクリ

エーション拠点（周辺施設との

連携） 

【大山山頂園】眺望を楽しむ観

光拠点（空のタワーとしての魅

力強化） 

【中心市街地】紋

別のまちなか観光

拠点（ガリヤ地区

との機能分担～ま

ち な か 店 と 連 携

し、ガリヤ地区で

の飲食提供） 
【コムケ湖】紋別の自然に触れ

る観光拠点（自然資源の情報発

信強化） 

【紋別公園】市民のレクリエー

ション拠点（周辺施設との連携） 

 5



2）ガリヤ地区の方向性 

本市は、オホーツク海に面した海洋資源が豊富で、自然条件に優れ、他の地域に比較し

て、流氷と海は日々の暮らしの中で大きな役割を果たしてきた。 

このオホーツクの地域の流氷、海洋環境に関する研究成果や観光資源などを学習、体験

できるエリアとなるよう「環境・科学観光」をキーワードに、施設、エリアの再生を行い、

水辺に親しみ賑わいのある空間の形成を図っていくこととした。 

 
紋別市

 

 

 

 市街地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オホーツクタワー 

・わくわく、どきどきする科学観光

タワー 

■流氷科学センターとの連携 

・流氷の科学をテーマとした流氷科学センターとオホー

ツクの自然環境やまちの取組みをテーマにしたオホー

ツクタワーとにテーマの分担を明確にし、相互に誘客の

相乗効果のある取り組みを進める。 

【方針：施設の魅力向上を図り、集客

力のある施設へとリニューアルする】

■日本一広い道の駅へ 

【方針：機能分担と機能強化に

より新たな話題性を創出する】 

■海洋交流館 

・科学観光のインフォメーシ

ョンとガリンコステーショ

ンに特化 

【方針：利用者の利便性向上と

ガリヤ地区の拠点施設としての

整備を図る】 

■交通アクセスの充実 

・工場廃熱を利用した地区内

外移動の循環バス 

【方針：地区内外の移動をスム

ーズにし、送客、集客をサポー

トする】 

■人工海水浴場 

・人工海浜の多機能化による本

物を体験 

【方針；多機能化により、活用の

可能性を拡げるとともに、学習効

果を高める】 

■とっかりセンター 

■エリアの環境及び景観の整備 

・防風、減風効果と景観向上の

ための並木形成 

・まちなかとのアクセス道の景

観形成 

【方針：環境、景観の向上により

イメージアップを図る】 

・アザラシの生態を伝える施設

【方針：施設の魅力向上と機能特

化を図るとともに、いきいき働く

飼育スタッフの活動を通して、さ

らなる集客力の向上を図る】 

国道 238 号線 
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また、公共で実施する基盤整備の方向性は下記のとおり。 

 

3）海洋交流館周辺 

海洋交流館 

海洋交流館は、砕氷船や港湾施設等を利用する市民等の休憩、来訪者と海とのふれあ

いの場所としての施設であるとともに、ガリヤ地区の総合インフォメーションセンター

を担う施設として、施設の出入口の改良や休憩スペースを見直し、観光案内情報機能の

充実を図など地域の情報発信拠点として、来訪者の利便性向上のための整備を図る。 

 

第４船溜物揚場 

砕氷船の乗り場である海洋交流館前の岸壁の第４船溜物揚場は、直立消波構造ブロッ

ク部分の背後の路面であるインターロッキングに５cm 程度の沈下が見られるため、その

段差を解消し、ユニバーサルデザインの視点から歩行弱者に配慮するための整備を図る。 

 

4）人工海水浴場 

オホーツクの自然に触れ合える海水浴場のほか、海洋生物の不思議な生態を観察しな

がら学べる機能を持つ体験型施設としての整備を図る。 

・海水交換の活発なエリアは、海水浴場とし、岸側には、岩場や浅瀬などの多様な海岸

環境を再現し、生態観察ができる環境を整え、多機能な体験型施設として、整備する。 

・外海の海水交換がスムーズになるよう機能強化に向けた調査検討を関係機関に要望し

ていく。 

 

 

  

 

 

 

（人工海水浴場）  

 

 

 

 

 
（イメージ） 
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5)エリアの公共施設を利用する市民等の道路交通の確保のための整備 

・防風、防雪のための並木形成 

海洋交流館への道路である市道（港南１号線）は、特に冬場の吹雪による道路に吹

き溜まりが生じ、交通障害が発生することがあるため、交通の安全確保及び景観の調

和に配慮した環境林帯の形成のための整備を図る。 

・エリアとまちなかを結ぶ道路の安全を確保するための緑化 

まちなかとガリヤ地区を結ぶ市道（新港港南線及び港南１号線）の丘側面は、崖面

で崩落や雨水による侵食が進んでいるため、崖面の安定とエリアの景観向上を図るた

めの緑化の形成のための整備を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■舗装の段差解消によるバリアフリー化 

 

6）道の駅 

 道の駅の求められる機能に関しては、地域産品が購入できる物販機能、防災拠点と

しての機能、地域の人々の集会所機能を持つ施設など地域産業の活性化に寄与する道

の駅が主流である。今回の検討については、海洋交流館と道の駅との機能分担の整理

やエリアへの導線の整理などガリヤ地区全体の骨格が具体化した段階で再度検討す

ることとした。 

・現時点の評価としては、下記の A～D の 4 つの案を検討した結果、最も集客等の効

果が期待できるのは、B 案の国道沿いに移転新設するのが最適とした。 

・現在の道の駅に必要な機能としては、多様な利用者に対応した施設の充実が必要と

されることから、トイレのオストメイト化し、ユニバーサルデザインに配慮する。 

 

 

■海浜植物園 ■波をイメージした

ハマナスの海浜植物

ベルト 

■環境林 

■道の駅のトイレにオ

ストメイトを設置 
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7）その他の検討 

・シンボル空間の創出 

ガリヤ地区は、施設が点在しており、一体感を創出 

するため、エリア中心に求心力のあるシンボル空間を 

イメージした楕円の広場（オホーツク広場）を整備す 

ることも手段として考えられる。 

 

 

３．基盤整備の見込み・方向性 

調査結果に基づき、ガリヤ地区の各施設の効果的な整備を進めることとしている。整備に

あたっては、官民連携のもと、関係機関と調整を図り、各施設ができるところから事業化に

取り組んでいく。 

 

４．今後の課題 

再生の事業化にあたっては、さらに具体的な検討を要することから、個別課題について調

整、解決を図り、財源対策を含め、緊急性、重要性を判断しながら、優先順位等を決定して

いく。 

また、ガリヤ地区の魅力の向上を図るためには、官民が連携して、賑わいづくりの創出は

もとより、市街地の活性化、地域振興につながる取り組みの強化が重要課題である。 
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